
11月7日(土)～8日(日)の全道合研には、延べ1349人が参加、レポート総数210本で、多くの仲間と学

び合いました。全釧路からは総勢10名が参加しました。白糠支部で組合に新しく加入した先生も合研に

参加しました。5本のテーマ討論、教育の夕べ、24の分科会で、子ども観、教育観について学び合い、

私たちの立ち位置を改めて確認できた、充実した2日間となりました。

●記念講演～日本の「これから」について

教育の夕べでは、池澤夏樹さんが「原発、沖縄基地、憲法、教育～日

本の将来、北海道の未来」と題して講演をしました。世界文学全集、日

本文学全集の編集、また世界各地での生活経験の中から見えてきた日本、

日本人について感じたことを語りました。

池澤さんは、権力によるメディアを通じた世論操作の問題、そして知

識人もコントロールされようとしていることを指摘しました。「『ものを

知っているもの』がものを言わないでどうする。」と言います。そしてフランスでの生活経験の中で、

フランス国民にとってデモが必要なものであるという共通認識があり、国家公務員も「税金によって身

分が保障されているのだから権力の行いに『ちゃんと批判を行う』ことが義務である」と例を挙げ、こ

の国の知識人も「知識人としての義務」を考えるべきと語りました。

また、3.11の状況に打ちのめされた後、プレート境界上にある、地震や津波から逃れられない不運な

状況にあると同時に、プレート境界上にあるために、南北に長く、豊かな作物、温泉にも恵まれたと、

よい面、悪い面が表裏一体にあると考えることも出来ること、そして、戦後の沖縄を除けば他国による

荒い支配を受けたことがない世界でも希有な国という歴史を含めて、「日本という国の歴史と国土に見

てとれる良いところ、悪いところ」、そして「これから」を考えていきたいと語りました。

●分科会～充実した教科分科会

ここ数年、参加者数の減少に伴って、特に教科分科会で小中学校からの

レポートが少ない状況が続いていました。昨年は国語、理科において小中

学校からのレポートがないという事態になり、道教組でも、参加してよか

ったと思える有意義な合研、分科会のあり方を議論してきました。その過

程で、教科分科会にレポーターを送り出そうという議論もあったことから、

国語22本、数学16本、社会科19本、理科14本と、特に教科分科会に多数のレポートがあり、また小中学

校からの一般参加者も多く、充実した討議となりました。一方、教科外の分科会ではレポート、参加者

ともに減少したところもあり、分科会のあり方について、今後も議論は必要だと感じました。

●夜の交流会も、大いに盛り上がりました！元気が出ました！

また、夜の交流会は、高教組釧根支部、道南支部の先生と合同で、総勢16名の大交流会となりました。

高教組釧根支部2名、白糠支部1名の新組合員の先生を囲んで、大いに盛り上がりました。白糠支部の先
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題名は｢棒を飲んだ話｣ですが、

読んでいくと、これは｢棒を飲まさ
れた話｣です。
｢うえからまっすぐおしこまれ

て｣とは、相当に苦しい状況のはず
です。それでも、｢なっとくづくの
あいまいさのなかで｣、棒を飲ませ
た相手も、飲まされた自分も、そ
の棒の正体が何なのかはっきりし
ないにもかかわらず、なんとなく
納得づくでやらされています。こ

んなにも理不尽で不条理な状況にもかかわらず受け入れてしまっているのです。そんな曖昧さの中で事態が進行
していく、それはおそろしいことです。政治への無思想、無批判を求められる私たち現代人の主体性を奪われた
姿にも見えます。
かつてナチスによるユダヤ人虐殺を主導したアイヒマンは､特定の思想に偏った残虐な殺人鬼などでは決してな

く、ヒトラーの命令通りに動いただけの凡庸な官吏のごとき存在にすぎないと言われます。ユダヤ人に対し悪意
を持つどころか、そもそも自分の考えなど持っていなかったからこそ、未曽有のホロコーストを引き起こしたの
です。｢無思想｣という思想、思考停止の行き着く先を、ここに見ることができます。
｢政治的中立性｣と言って教師と子どもに思考停止を迫られる状況に、私たちは流されてはいけないのです。全

道合研の記念講演で池澤さんが指摘したフランス国民のデモへの認識、国家公務員も｢『ちゃんと批判を行う』こ
とが義務である｣という姿に私たちも学ばなければいけないと思います。｢おかしい｣ことは｢おかしい｣と声を上
げ続けること、子どもたちに民主社会の形成者としての判断力を育てていくことの大切さを、この詩は指摘して
いるように感じます。
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生が組合について熱く熱く語った言葉に、私たちは感動の涙とともに、組合の存在意義、仲間とつなが

ることの意味を、改めて強く実感しました。この熱く感動的な話を聞きたい方は、28日の連続教育講座

後の歓迎会に、ぜひ参加してください。

白糠支部で１名の新加入がありました。11月4日に、加入届が本部に届きました。これまで数年にわ

たって声をかけ続け、連続講座や花見などの行事にも参加してもらってきたことの成果です。少数組合

である私たちの仲間になってもらうには、組合の存在意義を理解してもらうことが大切です。1回や2回

の声かけで諦めるのではなく、行事に誘うなど組合について理解をしてもらうことが組織拡大につなが

るのだということが、今回の拡大でも分かります。みなさんも、改めて声をかけてみましょう。まずは、

28日の連続教育講座に誘ってみませんか。

全道合研の交流会は、高教組の2名を含めた新組合員の歓迎会を兼ねて行われました。そこで語られ

た加入理由は、今こそ組合が必要とされる存在であることが改めて確認できました。連続教育講座の後

には、釧路で歓迎会を行います。皆さんもぜひ参加してください。組合活動について語り合いましょう。

☆全釧路からのレポート
①国語「言葉で伝えることの喜びを感じられるように」斎藤鉄也

③社会科「釧路のまちがもえた」山川功

④数学「ある日の授業から～相似な図形」山田美彦

⑧音楽「音楽で育つ子どもたち～教育研究全国集会のレポートから～」山口政世

⑫総合「地図作りに関わる活動を通して、主体性・協調性を培う」釜萢陽子

⑬教育課程「教室から青空へ～子どもが達成感を感じた時～」笹本裕一

⑭生活指導「たけのこ学級」古川晃男

⑳障害児｢Ｓ養護学校７年目の日々のできごとから～Ａ君とのかかわりを中心に｣田中豊一

㉓子ども･青年の発達と教育「子どもの貧困状況～教育現場でやれること･やるべきことは？～」鈴木健


